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○日時 令和５年６月22日  午前10時24分開会

○場所 議場

○議件

１． 議案第９号 令和５年度網走市一般会計補

正予算中、所管分

２． 議案第10号 財産の取得について

─────────────────────

○出席委員（８名）

委 員 長    井 戸 達 也

副 委 員 長    石 垣 直 樹

委 員    小 田 部 照

           澤 谷 淳 子

            立 崎 聡 一

            深 津 晴 江

            松 浦 敏 司

            山 田 庫司郎

───────────────────────

○欠席委員（０名）

───────────────────────

○議 長  平 賀 貴 幸

───────────────────────

○委員外議員（０名）  

───────────────────────

○傍聴議員（７名）   金 兵 智 則

            栗 田 政 男

            里 見 哲 也

            永 本 浩 子

             古 田 純 也

            古 都 宣 裕

            村 椿 敏 章

───────────────────────

○説明者

副 市 長    後 藤 利 博

農林水産部長    川 合 正 人

観光商工部長    伊 倉 直 樹

建設港湾部長    立 花   学

水産漁港課長    渡 部 貴 聴

商工労働課長    中 村 幸 平

観光商工部参事    野 口 公 希

都市管理課長    澁 谷 一 志

○事務局職員

事 務 局 長    岩 尾 弘 敏

次 長    石 井 公 晶

総務議事係長    法師人 絵 理

総 務 議 事 係    山 口   諒

午前10時24分開会

○井戸達也委員長 ただいまから、総務経済委員会

を開会いたします。

本日の委員会では、付託されました議案２件につ

いて審査します。

それではまず初めに、議案第９号令和５年度網走

市一般会計補正予算中、水産加工業振興事業、水産

加工施設ＨＡＣＣＰ等対応整備補助金について説明

を求めます。

○渡部貴聴水産漁港課長 それでは、追加議案資料

の２ページを御覧ください。

令和５年度一般会計補正予算水産業総務費、水産

加工施設ＨＡＣＣＰ等対応整備補助金について御説

明いたします。

１．補正の理由及び内容でありますが、市内水産

加工業者が実施します輸出先の衛生基準に対応した

施設整備に対しまして、北海道を通して国の農林水

産物食品輸出促進対策整備交付金が交付される見込

みとなりましたことから、市を通して補助しようと

するものでございます。

事業内容としましては、市内水産加工業者が実施

します対米ＨＡＣＣＰ対応水産加工施設整備に対し

て補助するものでございます。

２．補正の額でありますが、歳出予算としまして

水産加工施設ＨＡＣＣＰ等対応整備補助金として

8,133万1,000円を追加するもので、財源は全額道補

助金となってございます。

(２)歳入予算につきましては記載のとおりでござ

います。

以上でございます。

○井戸達也委員長 それでは質疑に入ります。

質疑ございませんか。

○深津晴江委員 １点お伺いしたいのですが、もし

可能でしたらどの事業者とか教えていただければな

というふうに思います。
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○渡部貴聴水産漁港課長 今回ですね、本事業を活

用しますのは松木商店さんになります。

○深津晴江委員 はい、わかりました。

○井戸達也委員長 ほかに質疑ございませんか。

よろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

それでは、議案第９号令和５年度網走市一般会計

補正予算中、農林水産部関係分は、全会一致によ

り、原案可決すべきものと決定してよろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、そのように決定いたしました。

○井戸達也委員長 次に議案第９号中、商工業振興

対策事業、花火大会魅力アップ事業補助金について

説明を求めます。

○中村幸平商工労働課長 追加議案資料３ページを

御覧ください。

令和５年度一般会計補正予算商工振興費、花火大

会魅力アップ事業補助金について御説明申し上げま

す。

１．補正の理由及び内容ですが、物価高騰などに

より、花火大会の開催経費が増大する見込みである

ことから、あばしりオホーツク夏まつり実行委員会

に対する補助金を増額するため、次の経費を追加補

正するものでございます。

２．補正額、歳出予算は、花火大会の開催に対す

る補助金として200万円で財源は全て一般財源でご

ざいます。

なお、本事業につきましては、あばしりオホーツ

ク夏まつりの花火大会をより魅力的なものとするた

め、当初予算において200万円の負担金補助を予定

していたところですが、物価高騰の影響もあり、花

火代や警備代等諸経費高騰の中、想定していたより

も実施経費がかさむこととなるため、補助金の増額

支援について夏まつり実行委員会から要請があった

ものであり、200万円を上限として増額対応するも

のでございます。コロナ対応のフェーズが変わった

段階にあり、地域を元気づけるためより充実した内

容での実施と伺っております。

説明は以上です。

○井戸達也委員長 それでは質疑に入ります。

質疑ございませんか。

○深津晴江委員 市民を元気づけるためということ

で、すごく市民の皆様も楽しみにしている事業かと

思いますが、200万円の内訳についてもう少し詳細

に教えていただけるでしょうか。なぜかと言います

と、修正前と同額の金額かと思いますので、よろし

くお願いいたします。

○中村幸平商工労働課長 200万円の増額の規模、

内訳でございますが、まず、今年度の花火大会、当

初1,700万円規模で実行委員会のほうが予算を想定

しているというところでございます。その部分につ

きまして、平成31年、令和元年度までは4,000発規

模の花火大会ということで実施をしてきたのと、令

和２年、令和３年につきましてはコロナの関係があ

り、花火大会そのものが中止となっているところで

ございます。令和４年度、昨年度もコロナ明け、復

活という形での実施となっておりますが、この際、

様々な御企業、スポンサー獲得、市民からの御寄附

などがあり、5,000発程度まで規模を拡大して実施

したというところで伺っておりますが、そこの決算

といいますか、同事業規模で今年度も実施しようと

した際に、当初予定していた1,700万円の予算の中

ではなかなか同程度、また、それを盛り上げていく

意味での事業規模という、花火大会の規模というの

を維持するのが難しいというところで、2,110万円

の予算を組み直すというところで実行委員会のほう

で想定をされております。

今回、市のほうでは200万円の増額というところ

になりますが、残りの部分につきましてはさらなる

スポンサー獲得などに努めるほか、実行委員会のほ

うでは経費節減に努めると伺っておりまして、今回

200万円の増額支援というところでございます。

○深津晴江委員 200万円を増額したという理由は

わかったのですが、200万円の内訳っていうところ

では、ありますでしょうか。

○中村幸平商工労働課長 200万円の内訳ですけれ

ども基本的に花火大会の花火部分の経費が高騰して

いる部分でございまして、諸経費全体で2,110万円

と先ほど申し上げましたが、おおむね500万円程度

が警備等開催に関する経費で残りの部分が花火代の

部分ということで伺っております。

○深津晴江委員 わかりました。

○井戸達也委員長 ほかに質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

次に、議案第９号中、中小企業振興対策事業、食

品製造施設ＨＡＣＣＰ等対応整備補助金について説

明を求めます。

○中村幸平商工労働課長 追加議案資料４ページを
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御覧ください。

令和５年度一般会計補正予算商工振興費、食品製

造施設ＨＡＣＣＰ等対応整備補助金事業について御

説明申し上げます。

１．補正の理由及び内容ですが、国の補正予算を

活用し、市内食品製造事業者が実施する輸出先の衛

生基準に対応した施設整備に対し、北海道を通し

て、国の農林水産物食品輸出促進対策整備交付金が

交付される見込みとなりましたことから、市を通し

まして補助しようとするものでございます。

２の補正額（１）歳出予算は、施設の整備に対す

る補助金として２億68万1,000円で財源は全て道補

助金でございます。

（２）歳入予算は記載のとおりでございます。

本事業の活用事業者でございますが、網走ビール

株式会社となっております。

説明は以上です。

○井戸達也委員長 それでは質疑に入ります。

質疑ございませんか。

○山田庫司郎委員 大変ありがたい補助ですから、

２か所について先ほどのやつも含めてですが、２か

所整備できると。それで、道の補助が満額だという

ことで聞いていますが、これ事業費的には、会社の

ほうの持ち出しっていうのは、前回のやつもそうで

すが、あるんでしょうか。この補助金で全て賄える

のかどうか。

○中村幸平商工労働課長 網走ビール株式会社分に

ついて御説明申し上げます。

全体の事業費が今回対象となっている部分でござ

いますが、４億4,124万6,234円、このうち対象とな

った部分が約といいますか、税を除いた部分の２分

の１で今回の２億68万1,000円が補助対象となって

ございます。残りの部分につきましては、別の支援

メニューが市のほうでございまして、企業立地促進

に関する工場の増設などに対する支援、また、地場

産品の生産性向上の設備整備事業の補助金などを通

しまして、支援をするところでございます。その上

で、自己負担が残りの部分になってくる部分です。

○山田庫司郎委員 いろいろメニューがあって、大

変ありがたいというふうに思いますが、これ、自己

負担的には、割合的には２割か３割ぐらいの持ち出

しで済むんですか。

○中村幸平商工労働課長 全体事業費の中での自己

負担については、おおむね２割から３割程度になる

ところでございます。

○山田庫司郎委員 はい、わかりました。

それでこういう道の補助に対する要望、要請が網

走市内においてですね、各企業含めて、まださらに

手持ちがあるのかどうか。その辺の実態はどうなん

でしょうか。

○中村幸平商工労働課長 今回のＨＡＣＣＰの関連

の補助につきましては、現在のところ、当課で把握

しているものはございません。

○山田庫司郎委員 はい、わかりました。

○井戸達也委員長 ほかに質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

次に、議案第９号中、新型コロナウイルス営業継

続支援事業、事業継続緊急支援金給付事業について

説明を求めます。

○中村幸平商工労働課長 追加議案資料５ページを

御覧ください。

令和５年度一般会計補正予算商工振興費、事業継

続緊急支援金事業について御説明申し上げます。

１．補正の理由及び内容ですが、令和４年度補正

予算で繰越明許費を設定し、コロナ化における売上

減少に加え、エネルギー価格高騰の影響を受けてい

る事業者に対し支援金をこれまで給付しているとこ

ろでございますが、想定される申請者数が既に措置

されております予算額を上回る見込みのため、次の

経費を追加補正するものでございます。

２．補正額（１）歳出予算は200万円で財源は全

て基金繰入金でございます。

（２）歳入予算は記載のとおりでございます。

６ページ、３．事業の概要ですが、本事業は令和

４年度補正予算において実施しているものでありま

して、新型コロナウイルス感染症の影響による売上

減少に加え、エネルギー価格高騰の影響を受けてい

る事業者に対し、北海道が実施している道内事業者

等事業継続緊急支援金に上乗せ給付を行い、事業継

続を支援する取組となります。

対象者は、北海道の道内事業者等事業継続緊急支

援金を受給するもので事業者でございまして、法人

の場合は市内に本社がある、個人事業者の場合は市

内に代表者の住民登録がある上で、市内に店舗、作

業所、事務所などを有していることが受給の要件と

なっており、支援の金額は１対象者当たり10万円で

ございます。

なお、北海道が実施しています道内事業者の道内

事業者等事業継続緊急支援金の受給要件が二つござ

いまして、一つ目が売上要件です。
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2021年11月以降のいずれかの月の売上げが2018年

11月から2020年３月までの同月比で20％以上減少し

ていること。また、二つ目のエネルギーコスト要件

としましては、2022年12月以降のいずれかの月に事

業のために支払ったエネルギーの単価が2021年12月

から2022年11月までのいずれかの月の単価よりも増

加していることのいずれも満たすものとなっており

まして、業種の限定はございません。

説明は以上です。

○井戸達也委員長 それでは質疑に入ります。

質疑ございませんか。

○松浦敏司委員 今の説明でいうと令和４年度の当

初見込んでいた件数といいますか、それが想定より

あったということですから、当初の見込みが、ちょ

っと見積りが甘かったのかなというふうな印象を受

けているんですが、これでいうと、令和４年度実施

見込みが436件と、今回、見込みでいえば156件ある

ということですから、当初の見込みからすると相当

上回ることになります。ということは、当初の見積

りがちょっと甘かったのかなというような印象を持

つんですが、その辺見解を伺います。

○中村幸平商工労働課長 当初の積算でございま

す。

令和４年度の段階で、まずは原材料高騰分に関す

る支援というところで6,000万円、600件分の事業者

への支援というものが当初ございました。こちらに

つきましては、329件の申請があったところでござ

います。その後、新たにエネルギー高騰分というメ

ニューが追加されたところでございまして、当初の

329件、改めてきますと、もう１回329件が来るとこ

ろなんですけれども、さらにそれよりも対象者が広

がる見込みでありますことから令和４年度中にさら

に2,000万円、200件分の部分を追加して合計で800

件、トータルでの金額は8,000万円なんですけれど

も、その部分を予算としては確保したところでござ

いました。

ただ、その部分につきましてはエネルギー高騰分

の支援というところの見込みが正確に、見込みより

も個人事業者の部分ですとか、エネルギーの関係の

影響が大きかったということで今回、支援対象とい

う部分が当初措置しておりました予算を超えてきた

ところでございます。

○松浦敏司委員 はい、わかりました。

いずれにしても、中小業者が今大変な状況の中で

こういった支援がされるということは非常に大きい

というふうに思いますので取りあえず、わかりまし

た。

○井戸達也委員長 ほかに質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、お諮りいたします。

議案第９号令和５年度網走市一般会計補正予算

中、観光商工部関係分は、全会一致により原案可決

すべきものと決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、そのように決定いたしました。

○井戸達也委員長 次に、議案第10号財産の取得に

ついて説明を求めます。

○澁谷一志都市管理課長 追加議案資料７ページを

御覧ください。

財産の取得、小型ロータリー除雪車について御説

明いたします。

取得理由ですが、現車両につきましては購入から

22年間経過し、老朽化による金属疲労及び劣化に起

因する故障が多いことから更新しようとするもので

取得する財産の概要につきましては資料に記載のと

おりでございます。

去る、令和５年６月８日に指名競争入札を行い、

落札者と仮契約を行っておりまして、取得金額、相

手方は資料に記載のとおりでありますことから、網

走市財産条例第２条の規定に基づき、議会の議決を

頂いた上で、本契約を行おうとするものでございま

す。

なお、納入期限につきましては、令和６年３月15

日としております。

説明は以上でございます。

○井戸達也委員長 それでは質疑に入ります。

質疑ございませんか。

○深津晴江委員 まず指名競争入札ということです

が、何社指名があったのか教えていただければと思

います。

○澁谷一志都市管理課長 ２社でございます。

○深津晴江委員 ありがとうございます。はい、わ

かりました。

あと、納入期限なんですが極力早くって御説明、

昨日もあったかと思うんですが、来年の３月15日と

いうことではあるんですが、除雪が主ってことです

から、極力早く納入期限を設定できないのかなって

いうふうに思うんですが、いかがでしょうか。

○澁谷一志都市管理課長 今現在、仮契約の状況で



- 5 -

ありまして、これから議決を頂いた上で本契約とな

ります。

また小型ロータリーということで特殊車両ってい

うこともあり、あと半導体不足っていうこともあり

まして、なかなかやっぱりシーズン前とかっていう

導入は難しい状況と聞いております。

○深津晴江委員 まだ物がないっていう状況という

ことで、押さえてよろしいでしょうか。

○澁谷一志都市管理課長 これからですね、製造す

るということになるかとは思います。

○深津晴江委員 はい、承知いたしました。

やはり除雪、夏場は草刈りという御説明あったか

と思いますので、極力市民の皆様にも影響がないよ

うにというか有効に使えるように、早めの期限の納

入をお願いしたいなっていうふうに考えます。

はい、以上です。

○井戸達也委員長 ほかに質疑。

○小田部照委員 私のほうから、毎回なんですが、

この車両の更新というのは老朽化し、故障が頻発し

ていたということで理解するところでありますが、

この更新前の車両の処理の仕方、処分の仕方という

のはどのようになっているのか伺います。

○澁谷一志都市管理課長 今年ですね、除雪業者が

３月いっぱいで１社、撤退されました。それにより

まして、今の委託をしております組合とですね、現

行体制の道路維持の除雪の維持の中で、現行の車両

の中でできるかどうかっていうのを調整しておりま

すので、そこら辺は慎重に協議をいたしまして、更

新車の処分については考えていきたいとは思ってお

ります。

○小田部照委員 今の御答弁ですと、予備車的にで

も置いておいて除雪組合のほうで利用したいという

ようなことでしょうか。

○澁谷一志都市管理課長 その辺も含めまして最終

的にですね、組合と協議をしまして、そういう報告

があるというふうになればですね、そういう予備車

的なものとしても考えていきたいと考えておりま

す。

○小田部照委員 まだ処理の仕方、処分の仕方が正

式には決まっていないというような状況かと思いま

すけれど、これ今物価の高騰で、たとえ雑品として

も結構な値段で売れるようなものなので、これも、

ある意味大切な市民の財産ですので、毎年のように

更新というのは必要であることですけれども、その

たびにですね、やはり、元々の現行の車両はどうい

った処理の仕方をするのか、これもきちっとやっぱ

り説明すべきだと私は思いますが、いかがでしょう

か。

○澁谷一志都市管理課長 そこら辺の処分に関しま

しては組合とですね、協議した上で決めたいと思い

ますが、最終的に必要がないというふうになりまし

たらですね、市内でどこか有効に使えるところがあ

れば一般競争入札で売払うっていうこともですね、

各方面でやっておりますので、そこら辺も検討した

上で処分については進めていきたいと考えておりま

す。

○小田部照委員 老朽化して更新とはいえですね、

故障しながら直し直し使ってきた車両ですので民間

で使いたいっていう方がいれば、指名入札がいいの

か別としてもですね、ぜひこの元々あった車両がど

ういった利用がされるのか、市としてですね、市民

にわかるような体制で説明も含めて後日でもいいの

で、どういった方向で利用されています、処分され

ましたという説明を頂きたいと思いますが、いかが

でしょうか。

○澁谷一志都市管理課長 その辺はですね、最終的

にこういうふうにやりました、処分いたしましたっ

ていうのは、時期にですね、議会のほうには報告し

たいとは思います。

○井戸達也委員長 ほか質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それではお諮りいたします。

議案第10号財産の取得について、全会一致により

原案可決すべきものと決定してよろしいでしょう

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

はい、それではそのように決定しました。

それでは、これをもちまして総務経済委員会を終

了いたします。

午前10時49分閉会


